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研究成果の概要（和文）：本研究は，ユビキタス知識社会における新しい学習環境・形態をラーニン

グ・エコロジー（Learning Ecology）として構築していくことで、昨今の情報化社会における新しい教育

学の体系化である e-Pedagogyの提案を行うことを最終目標とした。本研究では期待される新しい

学習社会を，ラーニング・エコロジーの概念から理論的側面と技術的側面を融合させながら研究・実践

することによって，新しい教育学を構築する方向で研究を一定程度発展させていくことができた。 

 
 
研究成果の概要（英文）：This study aimed to propose a e-Pedagogy as the systematization 
of new pedagogy in today's information society by building a new learning environment 
as ‘Learning Ecology’ in the form of ubiquitous knowledge society. In this study, 
by integrating the technical aspects and the theoretical aspects from the concept 
of the learning ecology, we could develop a certain degree research in the direction 
of building a new pedagogy. 
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１．研究開始当初の背景 
 
ユビキタス情報社会の出現とそのインパ

クト，とりわけ教育分野への影響については

国内外で多くの研究・調査報告がなされてき

た。我が国においても，日本教育工学会，教

育システム情報学会，情報教育開発協議会な

どの学協会を中心に多くの研究・実践報告が
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なされてきた。とりわけ本研究で明らかにし

ようとした e-Pedagogy については，たとえ

ば，2008 年フランスで開催された IASTED
学会の WBE(Web Based Education)2008 に

おいて初めて e-Pedagogy セッションが設け

られるなど，国際学会においても重要な概念

と し て 認 知 さ れ 始 め て い た

（ http://www.iasted.org/newsletter/2007/w
be4.htm 参照）。また，国内では，教育シス

テム情報学会に平成 16年度から e-Pedagogy

創生委員会が設けられ（担当理事：坂元昂，

委員長：西之園晴夫，副委員長，野嶋栄一郎，

本田敏明），平成 18 年度からは e-Pedagogy

特別部会へ発展し，本田敏明（本研究代表者）

が 部 会 長 を 務 め て ， 学 会 レ ベ ル で の

e-Pedagogy の研究・実践に取り組んできた。

また，本科研費への代表者をはじめ全応募者

は，ユビキタス情報社会における新しい

e-Learning とそれに対応した e-Pedagogy の

創出に向けてこれらの学協会で委員会活動

や発表等を通して研究・実践を行ってきた。

しかし，当時のこのテーマに関する研究・実

践では，一方では e-Learning に関しては技

術的側面に偏る傾向があること，他方では

e-Pedagogy に関しては理念的・抽象的レベ

ルの議論にとどまっているという問題があ

った（本田敏明・二宮利江「情報化時代の学

習環境」（日本教育方法学会紀要『教育方法

学研究』第 29 号，2003 参照））。また，この

点での教育学的理論構築，モデル化等の分野

と工学的技術開発・実践の研究分野とが二層

化し，必ずしも統合的な研究として成果を生

み出しえていない現状も問題であった。 
 
２．研究の目的 

 
本研究の目的は， ラーニング・エコロジ

ー概念のユビキタス知識社会における具体

的なあり方の研究を通して，新しい社会にお

ける人間の知識の獲得・循環・共有・創造・

価値化をより確実に，かつ持続的に実現する

ための教育学(e-Pedagogy)の体系化を図るこ

とである。そのために，(1)ユビキタス情報社

会における教育学的観点からの知識社会の

組織モデルの構築，(2)ラーニング・エコロジ

ーの理念的概念の科学的緻密化，(3)ラーニン

グ・エコロジカルモデルとその組織ダイナミ

クスの構築，(4)ラーニング・エコロジー開発

のための知識マイニング，知識ネットワーク，

ヒューマン・リソース組織の技術開発と実践，

(5)(1)～(4)を通しての知識社会に対応した新

しい教育学(e-Pedagogy)の体系化の提案を行

っていくことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
  
 本研究では，(1)ユビキタス情報社会におけ

る教育学的観点からの知識社会の組織モデ

ルの構築，(2)ラーニング・エコロジーの理念

的概念の科学的緻密化，(3)ラーニング・エコ

ロジカルモデルとその組織ダイナミクスの

構築，(4)ラーニング・エコロジー開発のため

の知識マイニング，知識ネットワーク，ヒュ

ーマン・リソース組織の技術開発と実践，

(5)(1)～(4)を通しての知識社会に対応した新

しい教育学(e-Pedagogy)の体系化の提案，を

目的として組織的かつ体系的に実施するこ

とをめざした。本研究の実施にあたっては，

研究代表者（本田敏明）が研究総括を務め，

研究代表者を含む研究分担者、連携研究者

（初年度研究分担者であった坂元が２年度

目から連携研究者に変更した）6 名を 2 つの

系，すなわち①e-Pedagogy 系と②Learning 

Technology 系に研究組織を構成し，上記の研

究課題を遂行することとした。本研究は，3

年間の研究推進のなかで，平成 21，22 年度

を調査・開発期，23 年度を統合化・体系化期

と位置づけた。 



 

 

 
４．研究成果 
 

 研究期間内の国内外の学会や調査におい

て，ユビキタス情報社会の出現とそのインパクト，

とりわけ教育分野への影響については国内外で

多くの研究・調査報告がなされてはいるが、しか

し，このテーマに関する研究・実践では，一方で

は e-Learning に関しては技術的側面に偏る傾

向があること，他方では e-Pedagogy に関しては

理念的・抽象的レベルの議論にとどまっていると

いうということが判明した。そこで，これらの状況・

動向を踏まえて，本研究では期待される新しい

学習社会を，ラーニング・エコロジーの概念から

理論的側面と技術的側面を融合させながら研

究・実践することによって，新しい教育学を構築

する方向で研究を一定程度発展させていくこと

ができた。 

 具体的には，e-Pedagogy 系，Learning 

Technology 系の二つの系から研究組織を構成

し，目的達成のための研究を推進した。それぞ

れの系が実施する国内外の学術調査に基づき，

主に次の 2 点の成果が得られた。 

(1)ラーニング・エコロジー概念の体系化，教育

的視点から実施した研究実践の評価 

(2)次世代型知識の生産・流通・消費循環システ

ムの設計と実践評価 
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